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1億円作目をめざして

接苗も導入

ーきゅうり栽培一

j？ト『口Ii_

土地生産性が高く， しかも価格が比較的安定しているきゅうり栽培が最近注目され当

町でも取組む農家がふえています。昭和61年度の目標は，面積8.5ha，生産量510トン，販

売総額8,700万円で昨年より面績は77％増と大幅に伸びています。今年から土壌障害をお

こさず収量も多くなる接苗を導入することとなり，大i)什農業改良薔及所の指導のもとに

農協育苗センターで2万本の接苗作業が行われました。

昭和61年度からは国の野菜指定産地（夏秋きゅうり）として肱川上流地域（五十崎町，肱

川町．河辺村）が指定を受けて，国の野菜価格差保証制度へも加入することとなり 1億円

作目としての期待が高まっています。

〔写真：カボチャの台木にキュウリを接いでいるところ。肱川農協育苗センターで〕
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昭
和
六
十
年
二
月
一
日
現
在
の
肱

川
町
の
総
農
家
数
は
七
百
三
十
二
戸

で
、
こ
の
五
年
間
に
五
十
六
戸
（
七
・

-
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
五
年
以
降
を
五
年
毎
に

み
る
と
〔
表
1
〕
の
と
お
り
一
貫
し

て
減
少
し
、
平
均
し
て
年
八
・
七
戸

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
区
別

に
〔
表
2
〕
を
み
る
と
、
こ
の
五
年

間
で
最
も
減
少
率
の
著
し
い
地
区
は

予
子
林
（
前
回
比
―
―
%
）
、
次
い
で

大
谷
（
八
・
七
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放

多
い
高
齢
者
農
業
↓

経
営
耕
地
面
積
は
五
打
以
上
あ
り
、

調
査
で
は
農
家
と
数
え
て
あ
り
ま
す
が

ふ
だ
ん
の
主
な
状
態
は
老
齢
等
で
ほ

と
ん
ど
農
業
に
従
事
し
な
い
高
齢
者

世
帯
を
〔
表
2
〕
の
カ
ッ
コ
内
に
拾

い
出
し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
世

帯
は
、
平
均
七
十
四
・
三
歳
の
高
齢

者
農
家
で
全
体
で
四
十
二
戸
（
五
・

五
年
間
に
五
十
六
戸
減
少

（表 1) 専兼業別農家数 （単位：戸）

総農家数 専業農家
兼 業 農 家

計 第1種兼業第2種兼業

昭和35年 949 297 652 480 172 

昭和40年 885 170 715 406 309 

昭和 45年 857 1ヘ45 、712 ＼ 404 ‘ 逗 8)

昭和 50年 833 131 702 280 422 

昭和 55年 788 164 624 169 455 

昭和 60年 732 139 593 202 391 

農
業
セ
ン
サ
ス
は
農
業
振
興
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
五
年
に
一
度
実
施
さ
れ
て
い
る
農
業
の

基
本
調
査
で
す
。

当
町
は
三
十
七
名
の
調
査
員
に
よ
り
昨
年
二
月
＿
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

こ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
月
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
農
家
数
（
表
ー
・
表

2
)

七
％
）
、
専
業
の
中
に
も
二
十

一
戸
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
地
区
別
に
み
る
と

正
山
地
区
四

・
一
％
、
大
谷
地
区
一
―
-
・

四
％
、
中
央
地
区
三
・
三
％
、
予
子

林
中
津
地
区
一
四
・
五
％
、
岩
谷
地

区
六

・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
予
子

林
地
区
の
高
齢
化
が
目
に
つ
き
ま
す
。
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扁
齢
化
も
す
す
む

塁
家
は
除
々
に
減
少

農 業

センサス結果
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（表2) 地区別農家数

（△は減、カッコの数字は高令者農家） □ 集落名

総世帯数（国勢調査） 農 家 数 専業農家 第1種兼業晨家 第2種兼業農家

:集落名：耗泄暉（国勢 調釦農家数 専業農家第 1種兼業農家 第2種m農家
S 6 0. 55-60年S 6 0 55~60年S 6 0. 5.5-60年S 6 0. 55~60年S 6 0. 55-60年

S 6 0. 55-60年S6 0. 55-60年S6 0. 55-60年S6 0. 55-60年S6 0. 55:...60年
10. 1の増減 2. Iの増減 2. Iの増減 2, 1の増減 2 Iの増減

IO. Iの増減 2.Iの増減 2.Iの増減 2.Iの増減 2.Iの増減
p p 戸 Fコ P F】 戸戸 戸 戸

戸戸 戸 戸戸戸戸戸戸 戸
下鹿野川

133 △25 19 2 l △4 5 2 13 4 
小畑井 8 1 7 0 I I 2 △3 4 2 上鹿野川

萩野尾 7 0 6 0 0 

゜
1 1 5 △l -斥、 造

12 △2 12 △2 4 △3 4 3 4 △2 
汗 生 27 △2 22 (3) 0 6 (2) 1 5 △l 11 (I) o 見の越

道野尾 16 0 14 0 0 

゜゚
△2 14 2 月の尾 15 I 15 (I) 1 3 (!) △5 6 2 6 4 

上森山 小計 338 △22 153 (5) △10 36 (4) △7 31 4 86 (]) △7 
30 1 24 △2 1 △2 ， 1 14 △l 

八重栗 下敷水

山 槌 24 △2 17 △3 

゜
△2 2 1 15 △2 敷 水 55 1 45 (2) △2 4 (1) △2 16 △l 25 (1) I 

協 生 35 0 27 (3) △2 5 (2) 

゜
3 (1) △3 19 1 上敷水

嘉 城 25 △l 20 △2 

゜
△1 5 3 15 △4 下嵯餓谷 16 △3 16 △2 3 △3 5 2 8 △I 

共 栄 35 △2 32 (2) △4 4 △3 11 (1) 4 17 (1) △5 上嵯峨谷 11 △2 12 △l 3 I 3 △l 6 △1 

中居谷 55 △3 51 (I) △2 17 1 15 (1) 1 19 △4 菟野尾
37 0 22 (4) 0 2 (2) △3 12 5 8 (2) △2 

小計 262 △8 l220 (9) △15 34 (4) △5 53(3) 2 133 (2) △12 橡の木瀕

白 石 24 0 20 △3 6 △4 ， 4 5 △3 小計 119 △4 95 (6) △5 12 (3) △7 36 5 47 (3) △3 

影 地 17 △l 16 (I) △2 3 

゜
5 3 8 (1) △5 柳

40 0 31 △6 8 

゜
5 △2 18 (!) △4 

広 常 43 △5 29 (3) △4 6 (!) △3 9 (1) △3 14 (1) 2 郷

久 保 36 △3 29 (I) △2 8 2 9 (1) 6 12 △10 市之畦
33 2 28 (2) △l 6 (2) 2 7 2 15 △5 

大 平 29 △l 25 △2 2 △3 7 4 16 △3 瓜生谷

大屋敷 17 0 17 0 3 3 6 1 8 △4 町 31 △l 13 (5) △l 5 (5) △1 2 ,I 6 △l 

森 11 △l 11 △l 5 2 1 △l 5 △2 藤之原 22 △2 17 (3) △3 

゜
△5 14 (3) 6 3 △4 

小計 177 △11 147 (5) △14 33 (1) △3 46(2) 14 68 (2) △25 小計 126 △1 89 (I) △11 19 (7) △4 28(3) 7 42 (1) △14 

肱 栄 13 0 11 0 0 

゜
2 △2 ， 2 小 倉

33 △1 28 (6) △I 5 (2) l' 8 (1) I 15 (3) △3 
大 和 40 △2 16 △2 ， 6 

゜
△7 7 △1 中 津

中 野 70 7 28 △8 2 △4 4 1 22 △5 りヽ 計 33 △l 28 (6) △1 5 (2) 1 8 (1) 1 15 (3) △3 

小 薮 55 △l 52 (4) △l 17 (3) 3 10 5 25 (1) △9 合計 1,055 △47 732(42) △56 139(21) △25 202(9) 33 391(12) △64 
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専兼業別農家構成比
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50.6 

（単位：人）

50. 7 

57. 7 

53.4 

昭和35年昭和40年昭和45年昭和50年昭和55年昭和60年

男 2,777 2,294 1,910 1,718 1,565 1,409 

農家人口 女 2,662 2,267 1,936 1,697 1,542 1,462 

計 5,439 4,561 3,846 3,415 3,107 2,871 

農業就
男 1,084 860 741 609 532 506 

女 1,387 1,125 1,056 883 790 747 
業人口

計 2,471 1,985 1,797 1,492 1,322 1,253 

基幹的農
男 1,030 780 642 504 412 395 

女 1,015 825 731 560 516 497 
業従事者

計 2,045 1,605 1,373 1,064 928 892 

34.9 

36.0 

専
業
農
家
は
、
昭
和
―
――
十
五
年
以

降
の
推
移
を
み
る
と
、
五
十
年
ま
で

は
減
少
し
、
五
十
五
年
に
増
加
に
転

じ
て
い
た
も
の
が
、
今
回
は
ま
た
、

五
・
ニ
％
減
少
し
て
百
―
―
―
十
九
戸
に

な
り
ま
し
た
。

一
方
兼
業
農
家
は
前

回
ま
で
第
一
種
兼
業
は
減
少
、
第
二

農
業
就
業
人
口
は
千
二
百
五
十
―
―
―

人
で
、
五
十
五
年
と
比
べ
六
十
九
人

（
五
・
ニ
％
）
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
比
較
し
て
減
少
傾

女
子
が
六
割
を
占
め
る

三
、
農
業
就
業
人
口（表

3
・図

2
)

二
、
専
兼
業
別
農
家
数

（
表
ー
・
図

1
)

兼
業
化
は
進
行

種
は
増
加
の
状
況
で
あ
っ
た
も
の
が
、

今
回
は
第
二
種
が
減
り
第
一
種
が

一

九
•
五
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

（図 2) 農業就業人口の推移

向
は
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔表
3
〕
で
男
女
別
に
み
る
と
、
女

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

人数

6,446人

国勢調査人口

2.471 こ 農業就業人口

｀` 
ヽ

` `‘̀`、 1,985-.. _ ＿ 1,797 ----------ー・--_ 1, 492 
--←→← --- 1,322 -- 1,253 --...＿＿ -----... 

一-2,045人・ヽ．一
``~. 1.605 ---—. . -. 

---． -基幹的農業従事者 1,373 一ー• ー→ー・一•一・ー・..•一・
1,064 -―•一•一928 892 

子
就
業
人
口
は
、
昭
和
六
十
年
で
依

然
と
し
て
男
子
よ
り
二
百
四
十

一
人

多
く
全
体
の
六

0
％
を
占
め
て
お
り

ま
す
。農

業
従
事
者
の
う
ち
、
中
心
に

な
っ
て
農
業
を
行
っ
て
い
る
基
幹
的

農
業
従
事
者
に
つ
い
て
は
、
五
十
五

年
に
比
ベ
―
――
十
六
人

(-
―
―
・
九
％
）

年 次
、 昭和35 40 45 50 55 60 

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
就
業
人
口
と

同
様
に
女
子
従
事
者
が
全
体
の
五
六

％
を
占
め
、
四
十
年
以
降
女
子
従
事

者
が
男
子
を
上
回
っ
て
い
る
状
態
は

変
ら
ず
、
農
業
の
担
い
手
と
な

っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
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（表4) 年齢階層別農業就業人口

豆ニ

（単位：人，％）

·•一嘗．ー・•'：....， 臼瞬(4)

昭和 40 年 昭和 50 年 昭和 60 年

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

総 数
1,985 860 1,125 1,492 609 883 1,253 506 . 747 

(100. 0) (100. 0) (loo. o) (100.0) (100.0) (100. 0) (100. 0) (100. 0) (100.0) 

16 ~ 19歳
66 40 26 38 27 11 49 27 22 

(3. 3) (4. 6) (2. 3) (2. 6) (4. 4) (1. 3) (3.9) (5. 3) (3. 0) 

20 ~ 29歳
281 120 161 117 38 79 50 17 33 

(14.2) (14. 0) (14. 3) (7. 9) (6. 2) (8. 9) (4. 0) (3. 4) (4. 4) 

30 ~ 39歳
426 157 269 226 70 156 135 43 92 

(21. 5) (18. 3) (23. 9) (15.1) (11. 5) (17. 7) (10. 8) (8. 5) (12.3) 

40 ~ 49歳
383 141 242 326 121 205 194 68 126 

(19,3) (16. 4) (21.5) (21. 8) (19,9) (23. 2) (15.5) (13.4) (16.9) 

50 ~ 59歳
358 147 211 305 117 188 296 115 181 

(18. 0) (17.1) (18.8) (20. 4) (19.2) (21. 3) (23. 6) (22. 7) (24.2) 

60 ~ 65歳
173 87 86 150 64 86 152 55 97 

(8. 7) (10.1) (7. 6) (10.1) (10. 5) (9. 7) (1 2. 1) (10, 9) (13.0) 

65歳以上
298 168 130 330 172 158 377 181 196 

(15. 0) (19. 5) (11.6) (22. 1) (28. 3) (17.9) (30. 1) (35. 8) (26. 2) 

（表5) 経営耕地規模別農家数（単位：戸，％）

生
産
年
齢
（
十
六
ー
六
十
五
歳
）

を
年
齢
階
胃
に
分
け
、
そ
の
中
で
男

子
の
農
業
従
事
者
が
、
ど
の
年
台
に

一
番
多
い
か
を
み
る
と
、
昭
和
四
十

年
の
第
一
位
は
三
十
歳
台
、
昭
和
五

十
年
の
第

一
位
は
四
十
歳
台
、
昭
和

六
十
年
の
第
一
位
は
五
十
歳
台
と
年

台
が
移
行
し
、
農
業
就
業
者
の
高
齢

化
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
十
歳
台
が
一
番
多
い

四、年齢階層別農業就業人口

（表4)

総農 0. 5ha 0. 5 ~ 1.0~ 1. 5 ~ 2. 0 ~ 3. Oha 

家数 未満 1. 0 1. 5 2. 0 3. 0 以上

昭和 35年
949 375 481 87 5 1 

゜(100. 0) (39. 5) (50. 7) (9. 2) (0. 5) (0.1) (0. 0) 

昭和 40年
885 311 419 129 18 7 1 

(100. 0) (35.1) (47. 4) (14. 6) (2. 0) (0. 8) (0.1) 

昭和 45年
857 243 363 184 44 15 8 

(100. 0) (28. 3) (42.4) (21. 5) (5.1) (1.8) (0. 9) 

昭和 50年
833 270 307 150 47 44 15 

(100. 0) (32. 4) (36. 9) (18. 0) (5. 6) (5. 3) (1. 8) 

昭和 55年
788 236 281 136 61 52 22 

(100) (29. 9) (35. 7) (17. 3) (7. 7) (6.6) (2. 8) 

昭和 60年
732 214 235 124 72 59 28 

(100. 0) (29. 2) (32.1) (16.9) (9. 8) (8, 1) (3. 8) 

（表6) 借入耕地のある農家数と借入耕地面積
（単位：戸， a)

メロ 計 田 火田 樹園期

農家数 面積 農家数 面 積 農家数 面積 農家数 面積

昭和 40年 330 4,315 237 2,798 158 1,517 含（畑むに） 含（畑むに） 

昭和 45年 172 2,560 128 1,628 63 573 13 359 

昭和 50年 191 5,320 125 1,701 63 829 36 2,790 

昭和 55年 125 1,971 84 999 44 683 11 289 

昭和 60年 154 2,983 92 1,323 60 917 28 743 

農
家
二
戸
当
り
の
経
営
耕
地
面
積

は
‘
-
―
―
十
五
年
の
七
十
二
可
か
ら
六

十
年
は
百
三
可
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
農
家
数
の
減
少
、
耕
地
の

集
約
化
、
耕
地
の
造
成
、
樹
園
地
の

増
加
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

次
い
で
〔
表
5
〕
で
経
営
耕
地
規

模
別
に
農
家
を
み
る
と
、
三
十
五
年

に
は
一
じ
未
満
が
九

0
％
を
占
め
て

五
、
経
営
耕
地
規
模
別
農
家
数

（表

5

耕
地
規
模
は
拡
大

い
ま
し
た
が
、
六
十
年
に
は
六
一
％

と
な
り
、
三
十
五
年
に
比
ベ
二
九
％

低
下
し
ま
し
た
。
ま
た
一

□以
上
の

農
家
は
三
十
五
年
の
九
・
八
％
か
ら
、

六
十
年
で
は
三
八

・
六
％
と
上
昇
し
、

と
く
に

2
"い
以
上
が
大
幅
に
増
加
し

て
経
営
の
規
模
拡
大
が
認
め
ら
れ
ま

す。

前
回
に
比
べ
て
借
入
戸
数
は
二
十

九
戸
（
―
-
三
％
）
、
田
畑
樹
園
地
の

借
地
面
積
は
一
0
•

一
―
―
い
り
（
五
一

％
）
ふ
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
昭
和
五
十
六
年
度

か
ら
の
農
用
地
利
用
増
進
事
業
に
よ

り
農
地
の
貸
借
が
簡
素
化
さ
れ
、
農

業
委
員
の
指
導
で
農
地
ア
レ
ル
ギ
ー

が
薄
ら
い
で
安
心
し
て
貸
借
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
兼
業
化
、

高
齢
化
の
進
行
で
作
付
さ
れ
な
く
な
っ

て
き
た
耕
地
を
意
欲
あ
る
専
業
農
家

が
積
極
的
に
借
り
て
規
模
拡
大
を
図
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

耕
地
借
入
は
大
幅
に
増
加

六
、
借
入
耕
地
の
あ
る
農
家

数
と
借
入
耕
地
面
積
（
表

6
)

〔用
語
の
解
説
〕

1

農
家
と
は
、
昭
和
六
十
年
二
月

一
日
現
在
の
経
営
耕
地
面
積
が
五

ア
ー
ル
以
上
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、

調
査
期
間
前
一
年
間
の
農
産
物
総

販
売
額
が
十
万
円
以
上
あ
っ
た
世

帯
を
い
う
。

2

専
業
農
家
と
は
、
世
帯
員
中
に

兼
業
従
事
者
が
一
人
も
い
な
い
農

家
を
い
う
。

3

第
一
種
兼
業
農
家
と
は
、
自
家

農
業
を
主
と
す
る
兼
業
農
家
を
い

ニつ
4

第
二
種
兼
業
農
家
と
は
、
自
家

農
業
を
従
と
す
る
兼
業
農
家
を
い

{っ-

5

農
業
就
業
人
口
と
は
、
十
六
オ

以
上
で
調
査
期
日
前
一
年
間
に
、

自
家
農
業
の
み
に
従
事
し
た
世
帯

員
及
び
自
家
農
業
と
兼
業
の
双
方

に
従
事
し
た
が
、
自
家
農
業
の
従

事
日
数
の
方
が
多
い
世
帯
員
の
こ

と
で
あ
る
。

6

基
幹
的
農
業
従
事
者
と
は
、
自

家
農
業
だ
け
に
従
事
し
た
世
帯
員

の
う
ち
仕
事
が
主
の
人
及
び
自
家

農
業
と
そ
の
他
の
仕
事
に
従
事
し

た
世
帯
員
の
う
ち
自
家
農
業
が
主

で
仕
事
が
主
の
人
。
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今
回
の
改
正
は
、
今
日
の
高
齢
化

社
会
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
わ
が
国

の
年
金
制
度
全
体
を
根
本
的
に
見
直

す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の

た
め
、
全
年
金
の
加
入
者
が
新
国
民

年
金
（
基
礎
年
金
）
に
加
入
す
る
と

い
う
新
た
な
仕
組
み
と
給
付
水
準
や

保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
も
給
付
水
準
、
保
険

料
の
ほ
か
、
政
策
年
金
と
し
て
の
役

割
上
か
ら
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
将
来
に
わ
た
っ
て
制

度
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
に
も
や

む
を
得
な
い
措
置
で
す
。

そ
こ
で
、
主
な
改
正
点
を
8
ポ
イ

ン
ト
に
ま
と
め
て
招
介
し
ま
す
。

ー
、
経
営
移
譲
年
金
関
係

◎
給
付
水
準
が
二
十
年
か
け
て
改

正
さ
れ
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
の
給
付
水
準
が
厚

生
年
金
と
同
様
に
二
十
年
か
け
て
段

階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お

具
体
的
に
は
、
〔
表
1
〕
の
算
定
単

価
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
引
き
下

げ
方
と
な
り
ま
す
。

年
金
額
は
こ
の
算
定
単
価
に
保
険

料
納
付
済
月
数
を
乗
じ
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
本
則
化

さ
れ
完
全
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
物
価

上
昇
が
あ
れ
ば
年
金
額
は
高
く
な
り

ま
す
。◎

経
営
移
譲
年
金
に
格
差
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

「
特
定
譲
受
者
」
以
外
の
人
に
経

営
移
譲
し
た
場
合
に
は
年
金
額
に
一

定
の
差
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
農
業
者
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
等
に
経

営
移
譲
し
た
場
合
に
は
、
施
行
日
現

在
、
五
十
九
歳
の
人
か
ら
各
歳
ご
と

に
五
％
ず
つ
引
き
下
げ
て
、
五
年
後

に
六
十
歳
に
到
達
す
る
人
か
ら
二
五

％
の
格
差
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
算
定
単
価
の
格
差
は
〔
表
1
〕

の
B
/
A
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

2
、
農
業
者
老
齢
年
金
関
係

◎
給
付
水
準
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

老
齢
年
金
の
給
付
水
準
は
、
制
度

発
足
当
初
か
ら
経
営
移
譲
年
金
単
価

の
四
分
の
一
の
水
準
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
改
定
に
お
い
て

も
こ
の
関
係
は
同
じ
で
す
。
し
か
し
、

上
記
の
経
営
移
譲
年
金
額
の
段
階
的

引
き
下
げ
に
準
じ
二
十
年
か
け
て
改

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ

て
具
体
的
な
算
定
単
価
は
、
〔
表
1

(
A
)
〕
の
約
四
分
の
一
の
額
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
現
在
老
齢
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
従
前
の
額
が
保

障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
齢
年
金
の
前
日
加
入
要
件
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。

経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
は
老

齢
年
金
の
受
給
資
格
を
自
動
的
に
持
っ

長
期
安
定
の
た
め
に

農
業
者
年
金
を
改
正

昭和61.4. 1 

より

て
い
ま
す
。
し
か
し
経
営
移
譲
で
き

な
か
っ
た
人
は

「六
十
オ
に
達
し
た

日
の
前
日
に
農
年
加
入
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
現
行
法
で
は
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
に
は
六
十

歳
に
達
し
た
前
日
ま
で
農
業
を
継
続

し
て
い
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
通
勤
兼
業
で
も
農
業
に
従
事

し
て
お
れ
ば
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

3
、
被
保
険
者
の
資
格
が
改
善
さ
れ

ま
す
。

◎
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の

人
の
任
意
加
入
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

す。
現
行
制
度
で
は
、
六
十
歳
に
達
す

る
ま
で
の
期
問
が
二
十
年
に
満
た
な

い
人
は
加
入
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
保

険
料
に
若
干
の
未
納
が
あ
っ
て
受
給

期
間
が
不
足
す
る
人
に
つ
い
て
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
に
お
い

て
任
意
加
入
で
き
る
仕
組
が
新
た
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ど
関
連
し
て
新
規
に
加
入
す

る
場
合
で
も
、
加
入
期
限
の
四
十
歳

を
こ
え
て
四
十
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま

で
の
問
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
但
し
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も

高
額
の
経
営
移
譲
年
金
は
六
十
五
歳

ま
で
で
す
。

4
、
死
亡
一
時
金
の
支
給
対
象
が
拡

大
さ
れ
ま
す
。

現
行
制
度
で
は
、
す
で
に
経
営
移

譲
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
た
人
が

死
亡
し
た
場
合
に
は
、
死
亡
一
時
金

は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

五四 三ニー、、、、、

仲
間
が
居
て
気
持
ち
の
若
い
人

人
の
世
話
を
し
感
謝
の
出
来
る
人

物
を
よ
く
読
み
よ
く
書
く
人

よ
く
笑
い
感
動
を
忘
れ
な
い
人

趣
味
の
楽
し
み
を
持
ち
旅
の
好
き
な
人

ぼ
け
な
い
た
め
の
五
ケ
条

淡路島ぼけ封じ霊場

宝生寺

7
、
保
険
料
は
六
十
二
年

一
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

〔表
2

〕

8
、
特
定
処
分
対
象
農
地

等
に
対
す
る
支
給
停
止
要

件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

他
に
も
若
干
の
改
正
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
＜

わ
し
く
は
農
業
委
員
会
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（表2) 改正保険料

年（昭和） 一般保険料

現

行

60年 1月以降

61年 1月 II 

6,680円

7,340円

改

正

62年 1月以降

63年 1月

64年 1月

65年 1月

66年 1月

" 
II 

II 

II 

8,000円

8,800円

9,600円

10,400円

11,200円

（注） 62年以降の額は59年度価格で表

示されています

ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
経
営
移
譲
年
金
を
短
期

間
受
給
後
に
死
亡
し
た
場

合
に
は
、
保
険
料
納
付
済

期
間
に
応
じ
て
死
亡
一
時

金
を
計
算
し
、
受
給
済
み

の
経
営
移
譲
年
金
の
額
と

比
較
し
て
死
亡
一
時
金
の

額
が
多
い
場
合
に
は
そ
の

差
額
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

5
、
経
営
移
譲
年
金
の
国

庫
補
助
が
二
分
の
一
に
引

上
げ
ら
れ
ま
す
。

1

6
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
が
完
液

全
実
施
さ
れ
ま
す
。

改正後の経営移譲年金額・算定単価の推移

生年月日
施行日 特定譲受者に

特のし定者た譲受に者者移(以B譲外) <年齢 饂しf渚（A)

大正lSff4月1日以前 60歳以上 3,710円 3,710円

昭和2年4月1日／9 59歳 3,710 3,525 95% 

昭和3年4月1日／9 58歳 3,614 3,253 90 

昭和4年4月1日／1 57歳 3,522 2,994 85 

昭和5年4月1日／I 56歳 3,431 2,745 80 

昭和6年4月1日／9 55歳 3,343 2,507 75 

し l l l i 

昭和21年4月2日以降 B9歳以下 2,233 1,675 75 

（注） 1. 59年度価格で表示されていますので， 60年の
消費者物価指数が公表された段階で修正されます。
2. 65歳以降の経営移譲年金算定単価は上記単価
の1/10です。
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養 蚕 農

「養蚕収繭量調査」の結果による。
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養蚕 桑栽培 掃 上r. 卵 量 収 繭 量
年 次

農家数 面 積 計 I春蚕 I初秋蚕1晩秋蚕 計 I春蚕 I初秋蚕I晩秋蚕
戸 ha 

昭． 50 139 65 1,556 635 390 531 49,436 22 637 11,235 15,564 

51 127 61 1,452 631 339 482 48,738 20 157 11,134 17,447 

52 117 58 1,403 618 307 478 47,956 21,321 9,988 16,647 

53 109 54 1,382 583 331 468 46,335 21,009 9,991 15,335 

54 102 54 1,410 592 303 515 47,227 21,804 9,113 16,310 

55 94 55 ],326 528 357 441 43,155 17,584 11,453 14,118 

56 88 57 1,217 501 252 464 41,321 18,054 7,791 15,476 

57 84 58 1,299 491 361 447 44.,887 16,988 12,090 15,809 

58 82 57 1,225 475 348 402 39,821 16,816 11,063 11,942 

59 78 57 1,115 390 317 408 39,'/72 16,079 10,045 13,648 

60 73 54 1,144 400 353 391 39,202 15,454 12.,198 11,550 

単位
掃立卵量：箱

収繭量： kg 

養
蚕
農
家
数
は
、
十
年
間
に
ほ
ぼ

半
減
し
六
十
年
に
は
七
十
三
戸
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
養
蚕
従
事
者
の

高
齢
化
と
他
産
業
へ
の
就
業
に
よ
る

労
働
力
の
減
少
、
生
糸
価
格
の
低
迷

に
よ
る
生
産
意
欲
の
減
退
等
が
要
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
養
蚕
農
家
が
減

少
し
た
た
め
五
十
年
以
降
桑
園
面
積

は

一
七
％
、
掃
立
卵
量
は
二
六
％
、

収
繭
量
も
ニ
―
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し

ま
し
た
。
し
か
し
二
戸
当
た
り
の
掃

立
量
は
、
五
十
年
の
一
―
・
ニ
箱
か

ら
六
十
年
に
は
一
五
・
七
箱
と
増
加

し
、
飼
育
規
模
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
年
次
の
蚕
期
別
掃
立
卵

量
は
春
蚕
か
ら
初
秋
及
び
晩
秋
蚕
ヘ

の
移
行
傾
向
が
み
ら
れ
複
合
経
営

の
労
働
力
配
分
を
意
図
す
る
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

わ

お
父
さ
ん

優

さ

ん

お
母
さ
ん

敬
子
さ
ん

R 

(33
歳）

(38
歳）

名
前
は
、
二
人
と
も
画
数
で
決
め

ま
し
た
。

敏
夫
が
兄
弟
の
中
で
一
番
お
と
な

し
い
の
で
す
が
、
お
か
あ
ち
ゃ
ん
子

で
、
お
か
あ
さ
ん
を
追

い
か
け
て
は

泣
い
て
い
ま
す
。

朋
子
は
、
出
生
時
一
九

0
0
9
と

未
熟
児
で
心
配
し
た
の
で
す
が
、
今

は
一
番
や
ん
ち
ゃ
で
し
っ
か
り
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
二
人
が
入
れ
か
わ
っ

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
と
も
思
う
程
で

す。
将
来
は
元
気
で
、
す
く
す
く
と
育
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す。 生

｀
ー
、

日

月
ヶ

4
 

• 

と
も
こ

朋
子
ち
ゃ
ん
月
ー

5

歳

年

2
＇ー、
，
 

5
 s

 

と
し
お

高
橋
敏
夫
く
ん

中居谷
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家
内
労
働
従
事
者
は
全
国
で
約
百

二
十
二
万
人
と
い
わ
れ
、
衣
服
、
織

物
、
雑
貨
、
電
気
機
械
器
具
な
ど
の

製
造
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

作
業
場
所
は
居
宅
に
分
散
し
て
い
る

こ
と
な
ど
決
し
て
恵
ま
れ
た
労
働
環

境
に
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

家
内
労
働
旬
問
は
昭
和
四
十
六
年

に
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上

と
、
生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
、

家
内
労
働
法
の
周
知
徹
底
と
遵
法
意

識
の
高
揚
を
は
か
る
目
的
で
始
ま
り

ま
し
た
。

今
年
も
五
月
二
十
一
日
か
ら
「
家

内
労
働
旬
問
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
目
標
は
「
家
内
労
働
者
の

女
子
の
職
場
進
出

は
年
々
盛
ん
に
な
り
、

な
か
で
も
育
児
期
以

降
に
再
就
職
を
希
望

す
る
女
ナ
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で

は
女
子
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
に
応
じ
た
能

力
活
用
策
と
し
て
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児

等
に
よ
り
退
職
し
た

女
子
を
再
雇
用
す
る

制
度
を
設
け
る
企
業

も
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

女
子
再
雇
用
制
度

労
働
条
件
の
向
上
家
内
労
働
手
帳

（
伝
票
式
を
含
む
）
の
交
付
撤
底
」

で
す
。家

内
労
働
者
に
業
務
を
委
託
す
る

場
合
、
委
託
者
は
、
委
託
条
件
を
明

確
に
し
、
家
内
労
働
手
帳
に
記
入
し

て
家
内
労
働
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
家
内
労
働
手
帳
」
は
、
簡
単
に

い
え
ば
、
委
託
者
と
家
内
労
働
者
と

の
契
約
書
で
す
。

委
託
者
（
内
職
の
仕
事
を
出
す
業

者
の
方
）
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
家
内
労
働
手
帳
に
エ
賃
額
、
支

払
日
な
ど
を
記
入
し
交
付
す
る
。

は
、
企
業
に
と
っ
て
は
自
社
で
養
成

し
た
経
験
・
技
能
を
も
つ
労
働
者
を

確
保
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

女
子
労
働
者
に
と
っ
て
は
過
去
の
キ
ャ

リ
ア
が
い
か
さ
れ
、
女
子
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
職
業
と
育
児

と
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
こ
の
制
度
の
普
及

促
進
の
た
1
本
年
度
よ
り
「
女
子
再

雇
用
促
進
給
付
金
」
を
新
設
し
ま
し

こ。
↑
 支

給
額
は
、
再
雇
用
者
一
人
あ
た

り
、
中
小
企
業
三

0
万
円
、
大
企
業

二
0
万
円
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
再
雇
用
制
度
に
限
り
支
給
さ
れ
ま

家
内
労
働
条
件
の
安
定
を

ー
愛
媛
労
働
基
準
局
ー

個
人
向
け
融
資
の

ご
案
内

ー
住
宅
金
融
公
庫
ー

②
最
低

工
賃
額
以
上
の
エ
賃

の

支
払
を
す
る
。

③
災
害
防
止
装
置
な
ど
の
取
り

付
け
を
行
う
。

家
内
労
働
者
（
内
職
者
の
方
）
の
皆

さ
ん
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

゜
ニつ

①
家
内
労
働
手
帳
を
必
ず
受
け

取
り
、
委
託
条
件
の
確
認
を
す

る。
②
有
機
溶
剤
や
鉛
を
使
用
す
る

際
の
中
毒
や
火
災
に
注
意
す
る
。

※
特
定
の
危
険
有
害
作
業
に
従

事
す
る
人
は
、
労
災
保
険
に
特

別
加
入
で
き
ま
す
。

家
内
労
働
法
に
つ
い
て
の
御
相
談
・

問
合
せ
等
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
賃

金
課

(
O
八
九
九
ー
ニ
五
ー
ニ
―

0

-
)
ま
た
は
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
へ
。

す。
詳
し
く
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
室

（
松
山
市
辻
町
2
|
3
6

電
話

0
八

九
九
—
二
四
ー
六
七
七
一
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
、
融
資
予
定
戸
数

①
一
般
貸
付
け
（
建
売
住
宅
含
む
）

八
万
戸

②

宅

改

良

七

万

三

千

戸

二
、
受
付
期
間

①
一
般
貸
付
け
・
建
売
住
宅

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
四
日

ー
六
十
一
年
五
月
三
十
日
ま
で

②
そ
の
他
の
貸
付
け

昭
六
十
一
年
四
月
二
十
四
日
i

昭
和
六
十
二
年
三
月
五
日
ま
で

三
、
融
資
限
度
額

構
造
、
床
面
積
等
に
よ
り
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
一
般
貸
付
け

0

木

造

三

三

0
万
円
（
床

面
積
六

0
面
以
上
六
互
m
未
満
）

i
六一―

-
0
万
円
（
同
一
四
五
面

を
超
え
一
八

0
面
以
下
）

0

耐
火
・
簡
易
耐
火
構
造

四一

0
万
円
（
床
面
積
六

0
面

以
上
六
五
面
未
満
）
ー
七
八
〇

万
円
（
同
一
四
五
面
を
超
え
一

八
〇
2m
以
下
）
。
以
上
の
ほ
か
、

床
面
積
に
よ
り
一
五

0
万
円
か

ら
二
五

0
万
円
の
特
別
割
増
融

資
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

②
住
宅
改
良
（
増
改
築
、
修
繕
）

工
事
に
必
要
と
し
た
費
用
の
七

割
以
内
で
最
高
三
八

0
万
円

四
、
金
利
（
年
）

床
面
積
、
申
込
人
の
年
収
等
に

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
基
本
金

利
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

一
般
貸
付
け
、
建
売
住
宅

当
初
十
年
間
年
五
．
．宜
％
、
十

一
年
目
以
降
年
六
・
一
五
％

②
住
宅
改
良
年

五
•
五
％

五
、
返
済
期
間

①

一
般
貸
付
け

木

造

二

十

年

以

内

簡
易
耐
火
構
造
―
―
―
十
年
以
内

耐

火

構

造

三

十

五

年

以

内

②
住
宅
改
良

六
、
返
済
方
法

元
利
均
等
で
毎
月
払
い
（
住
宅

改
良
は
隔
月
払
い
）
ま
た
は
毎

月
払
い
（
同
）
と
六
ヶ
月
払
い

の
併
用
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

七
、
受
付
、
問
合
せ
先

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」

と
表
示
し
た
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
で
す
。
（
肱
川
農
協
も
取

扱
店
）

八
、
そ
の
他
、
建
売
住
宅
、
中
古
住

宅
、
財
形
住
資
金
な
ど
に
つ
い

て
も
受
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

二
十
年
以
内

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て

四
月
一
日
よ
り
、
肱
川
町
の
保

健
婦
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
場
に
勤
務
し
始
め
て
約
一
ケ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

不
慣
れ
な
た
め
に
、
．
み
な
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
て
い
る
毎
日
で
す
。

一
日
も
早
く
、
先
輩
保
健
婦
の

和
気
さ
ん
の
足
を
引
っ
張
る
こ
と

の
な
い
様
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保

健

婦

上

甲

初

美

（
野
村
町
出
身
）
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第38回 肱川農協通常総会

町公民館に於て

去
る
四
月
―
-
+

八
日
、
肱
川
町
公

民
館
に
於
て
、
第

三
十
八
回
肱
川
農

業
協
同
組
合
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ

こ。
↑
 総

会
に
は
、
肱

川
町
長
大
野
和
氏
、

肱
川
町
議
会
議
長

神
井
恵
一
郎
氏
、

大
洲
農
業
改
良
普

及
所
長
河
野
弘
氏
、

連
合
会
を
代
表
し

て
矢
野
弁
介
氏
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
頂
き
、
そ
の
他
、
来
賓
多
数
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
議
長
に
は
、
沖
野
常

一
氏
が
選
任
さ
れ
第
一
号
議
案
か
ら

第
一

0
号
議
案
ま
で
真
剣
に
審
議
さ

れ
て
、
各
議
案
と
も
原
案
の
通
り
承

認
さ
れ
た
。

総
会
提
出
議
案
は
次
の
通
り
。

第
一
号
議
案

昭
和
六
十
年
度
事
業
報
告
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認

に
つ
い
て
。

第
二
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
事
業
計
画
の

設
定
に
つ
い
て
。

第
三
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
組
合
員
に
対

す
る
貸
付
金
の
最
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て
。

一
組
合
員
当
り
一
千
五
百
万
円
、

信
用
貸
に
つ
い
て
は
百
二
十
万
円

を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
貯
金
、

定
期
積
金
、
有
価
証
券
（
農
協
財

務
基
準
令
第
六
条
第
一
項
に
も
と

ず
く
主
務
大
臣
の
指
定
す
る
も
の

を
除
く
。
）
を
担
保
と
す
る
貸
付
金

及
び
農
協
財
務
処
理
基
準
令
第
六

条
第
一
項
に
も
と
ず
く
主
務
大
臣

の
指
定
す
る
貸
付
を
除
く
。

第
四
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
組
合
員
以
外

の
者
に
対
す
る
貸
付
金
の
最
高
限

度
の
決
定
に
つ
い
て
。

一
貯
金
又
は
定
期
積
金
を
担
保
と

し
て
貸
付
け
る
場
合
担
保
額
の

範
囲
内
。

一
胚
川
土
地
改
良
区

一
億
円
、
肱

川
町
住
宅
協
会
五
千
万
円
、
肱

川
町
森
林
組
合
一
億
円
、
煙
草

耕
作
組
合
一
千
万
円
、
農
構
、

林
構
、
山
村
振
興
に
か
か
る
貸

付
金
五
千
万
円
と
す
る
。

第
五
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
貸
付
金
利
率

の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て
。

年
一
0
•
五
％
以
内
と
す
る
。

第
六
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
借
入
金
最
高

限
度
の
決
定
に
つ
い
て
。

借
入
金
の
最
高
限
度
を
八
億
円

と
す
る
。

第
七
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
余
裕
金
預
け

入
れ
先
銀
行
及
び
取
得
し
得
る
金

融
債
券
等
の
決
定
に
つ
い
て
。

一
伊
豫
銀
行
、
愛
媛
相
互
銀
行
、

第
一
勧
業
銀
行
、
愛
媛
信
用
金

庫
と
す
る
。

二
本
年
度
余
裕
金
を
も
っ
て
取
得

し
得
る
金
融
債
券
は
つ
ぎ
の
と

お
り
と
す
る
。

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
債
券
゜

第
八
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
役
員
報
酬
の

決
定
に
つ
い
て
。

常
務
理
事
二
名
、
非
常
勤
理
事

十
二
名
、
監
事
四
名
に
対
す
る
年

報
酬
総
額
一
千
五
百
万
円
以
内
と

す
る
。

第
九
号
議
案

昭
和
六
十
一
年
度
水
田
利
用
再

編
奨
励
補
助
金
の
受
領
等
に
つ
い

て。
昭
和
六
十
一
年
度
水
田
利
用
再

編
奨
励
補
助
金
の
請
求
、
受
領
に

関
す
る
一
切
の
権
限
な
ら
び
に
返

還
に
関
す
る
事
務
を
組
合
に
一
任

す
る
。ま

た
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事

業
に
よ
る
水
田
保
全
管
理
に
と
も

な
う
管
理
経
費
等
を
徴
収
す
る
こ

と
を
組
合
に
一
任
す
る
。

第
十
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
。

理
事
監
事
の
任
期
満
了
に
つ
き

選
任
を
行
う
。

理

事

十

四

名

監

事

四

名

定
款
第
二
九
条
の
規
定
に
よ
る

本
日
の
協
議
中
、
軽
微
な
事
項
の

修
正
お
よ
び
違
算
数
字
の
訂
正
に
つ

い
て
行
政
庁
か
ら
指
示
の
あ
っ
た
場

合
に
は
、
本
旨
に
反
し
な
い
範
囲
で

必
要
な
修
正
を
理
事
会
に
お
い
て
な

す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
次
回
の
総
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

”””畠”””””””””””””塁

冨西渡市山堀岩今三寺沖有山二竹冨中鉾

永田辺 川 下 内 田 宮 好 尾 浦 友 本 宮 森 永 居 岩

武盛茂澄道英 登 高計喜
志代

治夫雄男教雄昭雄男助嗣勇夫豊幸次光勉

忠一 多賢

附
属
書
役
員
選
任
規
定
第
三
条
第

二
項
の
規
定
に
お
け
る
推
せ
ん
会

議
に
お
い
て
推
せ
ん
さ
れ
た
下
記

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
。



(9)⑮品踵l 臼

昭
和
六
十
年
度
の
わ
が
国
の
経
済

は
ア
メ
リ
カ
の
景
気
後
退
と
後
半
の

急
激
な
円
高
に
よ
り
輸
出
産
業
の
不

振
と
農
畜
産
物
の
輸
入
の
増
大
等
に

よ
り
デ
フ
レ
的
環
境
の
中
で
推
移
を

し
た
。
又
公
定
歩
合
の
再
度
の
引
下

げ
に
よ
る
需
要
拡
大
方
策
も
余
り
郊

果
の
挙
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
減
速
経

済
へ
の
移
向
を
強
く
し
た
。

町
内
の
農
業
生
産
に
お
い
て
は
米

が
二
年
続
き
の
豊
作
、
キ
ュ
ウ
リ
の

生
産
が
順
調
で
あ
っ
た
他
は
干
バ
ッ

的
な
情
況
な
ど
で
減
収
に
な
り
価
格

低
迷
す
る
要
因
等
と
重
っ
て
全
体
的

に
は
大
変
不
振
な
年
と
な
っ
た
。
こ

の
様
な
こ
と
か
ら
各
事
業
の
推
進
に

も
苦
労
の
多
い
経
過
が
あ
っ
た
が
当

初
計
画
の
中
で
重
点
と
し
て
取
り
上

昭
和
六
十
一
年
度
は
経
済
、
金
融

の
国
際
化
の
進
展
の
な
か
で
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
経
済
は

国
際
収
支
の
悪
化
と
農
業
の
不
振
等

の
こ
と
か
ら
景
気
後
退
の
傾
向
を
強

く
し
て
お
り
、
貿
易
摩
擦
も
一
層
激

化
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

国
内
に
於
い
て
は
急
激
な
円
高
ヘ

昭
和

811年
度
事
業
計
画

げ
た
資
金
の
増
強
に
つ
い
て
六
•
四

％
の
前
年
対
比
の
伸
び
と
な
り
共
済

事
業
に
つ
い
て
も
保
有
二
百
四
十
六

億
を
達
成
し
た
。
尚
野
菜
価
格
安
定

対
策
に
つ
い
て
も
、
キ
ュ
ウ
リ
に
つ

い
て
は
今
年
二
月
に
肱
川
上
流
夏
秋

キ
ュ
ウ
リ
と
し
て
国
の
産
地
指
定
が

決
定
を
し
た
。

そ
の
他
各
事
業
に
つ
い
て
組
合
員

各
位
の
ご
協
力
と
関
係
機
関
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
前
向
き
に
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
内
容
に

つ
い
て
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

-
、
主
要
な
施
設

農
産
加
工
食
品
倉
庫

事
業
費
七
、
二
六
―
―
―
千
円

ニ
―
―
―
五
・
五
面
自
己
資
金

の
誘
導
と
公
定
歩
合
再
引
下
げ
等
の

内
需
拡
大
策
も
期
待
通
り
は
伸
ば
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
続
い
て
減

速
経
済
で
推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る。
農
業
を
取
り
ま
く
環
境
も
農
畜
産

物
の
全
面
自
由
化
へ
の
圧
力
が
強
ま

っ

て
お
り
今
後
更
に
国
内
の
農
畜
産
物

の
生
産
と
流
通
に
大
き
な
影
響
が
で

て
来
る
こ
と
な
ど
又
、
農
外
収
入
の

減
少
な
ど
農
家
経
済
の
不
安
定
要
因

業

務

報

告

も
多
い
。
こ
の
様
な
な
か
で
昭
和
六

十
一
年
度
は
、
全
国
及
び
愛
媛
県
の

農
協
大
会
で
の
決
議
を
さ
れ
た
一
九

八

0
年
代
後
期
に
於
け
る
農
業
の
振

興
に
つ
い
て
、
並
び
に
生
活
活
動
、

農
協
の
経
営
刷
新
強
化
、
組
織
活
動

強
化
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
向
の

な
か
で
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
併
せ
て
組
合
員
各

位
の
一
層
の
協
力
の
も
と
に
資
金
の

増
強
、
営
農
を
軸
と
し
て
各
事
業
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。

1

資
金
力
の
増
強
、
前
年
対
比
七

％
の
伸
長
を
は
か
る
と
と
も
に
財

務
の
健
全
化
に
努
め
る
。

2

長
期
共
済
保
有
高
二
百
六
十
九

億
の
達
成
を
は
か
る
。

3

栗
の
栽
培
管
理
の
徹
底
と
再
生

産
意
識
の
向
上
に
努
め
る
。

4

育
苗
セ
ン
タ
ー
及
び
堆
肥
舎
の

有
効
利
用
を
は
か
り
野
菜
の
生
産

拡
大
に
努
め
る
。
取
扱
高
一
億
円

を
目
指
し
努
力
す
る
。

昨
年
は
国
際
森
林
年
と
い
う
こ
と

で
多
く
の
催
し
が
な
さ
れ
、
マ
ス
コ

ミ
等
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
へ
の
理

解
が
深
ま
っ
た
一
年
か
と
思
い
ま
す
。

愛
媛
県
に
お
い
て
も
、
国
際
森
林
年

森
林
の
も
つ
文
化

新
緑
の
候
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
私

こ
の
度
の
任
期
満
了
に
よ
り
退
任

さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

顧
り
み
ま
す
と
農
協
奉
職
以
来

三
十
一
年
の
永
き
に
亘
り
公
私
共

に
格
別
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り

大
過
な
く
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
皆
様

方
の
ご
厚
情
の
賜
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
後
経
済
環
境
も
一
段
と
変
化

し
、
農
林
業
に
と
り
、
農
協
に
と

り
厳
し
さ
を
増
す
と
き
、
戦
列
を

離
れ
る
こ
と
申
し
訳
な
く
存
じ
ま

す
が
幸
い
立
派
な
方
々
の
ご
選
任

を
戴
き
ま
し
た
の
で
今
後
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
野
に
あ
り
ま
し
て
一
町
民

と
し
て
一
組
合
員
と
し
て
ご
協
力

申
し
上
げ
今
ま
で
の
ご
恩
に
報
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
皆
様

方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶

に
か
え
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
に
講
演
さ
れ
ま
し
た

山
形
大
学
の
北
村
昌
美
教
授
の
お
話

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
森
林
そ

の
も
の
が
そ
の
地
方
の
歴
史
で
あ
り
、

退

任

の

御

挨

拶

兵

頭

清

四

郎

就

任

御

挨

拶

堀

内

英

雄

こ
の
度
の
、
農
協
役
員
改
選
に

よ
り
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
不
肖

私
が
前
専
務
兵
頭
様
の
後
任
と
し

て
、
選
任
を
受
け
ま
し
た
。

兵
頭
専
務
は
学
識
経
験
と
も
に

探
く
厳
し
い
農
協
経
営
に
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
任
と
し
て
、
浅
学
無
知
の

私
が
、
引
継
ぐ
こ
と
は
、
果
し
て

積
み
上
げ
ら
れ
た
成
績
を
維
持
出

来
る
か
、
誠
に
責
任
の
重
大
さ
を

考
え
ま
す
に
、
不
安
に
な
り
ま
す
。

た
だ
自
分
で
出
来
得
る
限
り
、
や
っ

て
見
る
以
外
に
確
信
が
あ
り
ま
せ

ん。
し
か
し
乍
ら
、
私
も
三
十
四
年

近
い
農
協
職
員
と
し
て
、
現
場
務

を
し
て
得
た

一
っ
―
つ
の
経
験
を

大
切
に
し
て
、
体
力
の
続
く
限
り

頑
張
っ
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す。
兵
頭
専
務
同
様
に
、
組
合
員
皆

さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

文
化
的
創
造
物
で
あ
り
ま
す
。

歴
史
と
か
文
化
と
言
い
ま
す
と
、

博
物
館
や
、
寺
院
、
仏
像
、
又
は
演

劇
等
を
想
像
し
、
普
段
見
な
れ
て
い

る
私
達
の
周
囲
に
あ
る
森
林
や
、
旅

先
で
見
る
森
林
は
、
自
然
条
件
に
合
っ

の
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1 回 l町 森 匹 珀 甜 直 相 場 表 I

1. 市売日…昭和61年 4月17日

1. 販売数量… 96ケース 1,741.8kg 

1． 数量内容及び平均単価

区分 銘香信 ドンコ特用パレコーコ

I 
豆□：I□1 :：：0:I ／口旦11

---［ 

肱川土場木材相場表 第 40 9回市昭和61年 4月26日

県森連市より （単位オ当り：円）

長さ 未口径
スギ ヒノキ

マ ッ その他
チョクマガリ チョクマガリ

7 cm下 本 216本 72本 312本 72 羹松パルプ
8 cm上 51 25 68 34 口さ 6 cm 上

4m  12cm上 59 41 127 116 18cm上 60 2 m 33F 
18cm上 64 134 24cm上 67
30cm上 102 215 30cm上 85 雑羹パ）レプ

7 cm下 本 81 本 23本 143本 23 口さ 6 cm 上
2m  

8 cm上 34 30 47 32 42円

3m  
llcm上 34 30 76 32 パリ材

llh&n（oo 二）
71 134 18cm上 60 材（松・杉・桧）
92 180 24cm上 64 未口 3~ 6cm 

18cm上 57 113 30cm上 74 長さ 2m  
7 cm下 本 40本 12本 40本 12 1本71F

2m  8 cm上 25 15 25 15 
16cm上 39 15 49 22 13cm上 33 杉公ハリ材

30cm上 57 109 30cm上 33 16cm-22cm 

113::m&m（OO 二）
83 197 3 m60円

6m  
96 295 4 m67円

特選 113::m&m（OO 二）
127 232 5 m88円

250 512 6m74円

足場 l m当り 25~ 150円 尺当り 8~ 50円ー等材

備考 杉桧良材は，こ品終薄し妊気ド今配`ーでつ好の相盛場りを上持が続りすをる欠もく．一般材は全般に
模様ながめi

遍-~---ー-—----
―‘~―』~‘......,__.,j.、-r,----』•,.9 疇．、・'--“‘

銘 柄 単 価 銘 柄 単 価

大 厚 7. 1 0 0 ドンコ小 2, 8 0 0 

中 厚 J:. 特用大葉 3, 5 9 0 

中厚並 6, 0 9 0 大 パ レ 3, 0 1 0 

4ヽ 厚 4, 1 5 0 特用中葉 4, 7 1 0 

ー大 ゥ ス 6, 5 0 0 中パレ 2, 7 1 0 

中ウス上 特用小葉 3, 2 6 0 

中ウス並 5, 3 8 0 9Jヽ ，，<レ 2, 3 0 0 

4ヽ ウ ス 3, 2 0 0 変形大

ジャミウス 2, 5 9 0 変 形、 小

ドンコ大 6, 5 8 0 色 落 2, 4 6 0 

ドンコ中 4. 0 5 0 コーコ

て
い
る
か
ら
「
自

然
」
に
で
き
る
も

の
と
肱
川
町
の
方

は
別
に
し
て
、
そ

う
感
じ
る
人
は
多

い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
て
森
林
を
見

て
、
歴
史
、
文
化

を
感
じ
る
人
は
少

な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
百
年

の
木
が
あ
れ
ば
、

百
年
前
に
苗
を
植

え
よ
う
と
決
心
し

て
そ
の
場
所
に
苗

を
植
え
た
人
が
い

た
わ
け
で
す
し
、

大
き
な
切
株
が
あ

れ
ば
、
そ
の
場
所

に
大
き
な
木
が
あ
っ

て
そ
の
木
を
伐
っ

た
人
が
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
人
が
苗
を
植
え
て
こ
そ
森

林
が
で
き
、
手
入
れ
を
十
分
に
す
る

こ
と
で
よ
い
森
林
に
な
る
と
い
う
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

地
方
の
森
林
が
で
き
る
の
で
す
。
全

山
植
林
さ
れ
た
地
方
、
雑
木
し
か
な

い
地
方
、
椎
茸
の
為
に
ク
ヌ
ギ
が
植

林
さ
れ
て
い
る
地
方
、
又
外
国
に
目

を
向
け
れ
ば
、
伐
っ
て
植
え
な
か
っ

た
た
め
に
砂
漠
に
な
っ
た
国
が
あ
り

ま
す
。で

す
か
ら
こ
の
肱
川
町
の
森
林
を

見
る
と
、
祖
先
の
人
々
が
ど
う
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
た
か
、
又
現
在
の

人
々
が
考
え
て
い
る
こ
と
が
出
て
お

り
、
こ
れ
が
未
来
へ
続
く
わ
け
で
す
。

例
え
ば
、
椎
茸
生
産
は
肱
川
町
の
特

色
の
―
つ
で
す
が
、
そ
の
基
で
あ
る

ク
ヌ
ギ
林
は
今
か
ら
一
＿
一
百
年
以
上
前

よ
り
先
人
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
も

，
 

の
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
努
力
に
よ
っ

て
肱
川
流
域
に
は
ク
ヌ
ギ
の
美
林
が

多
く
あ
り
、
又
現
に
町
内
に
は
一
＿
一
百

年
以
上
と
思
わ
れ
る
株
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
肱
川
町
の
歴
史
で
あ
り
、

文
化
で
あ
っ
て
、
歌
舞
伎
等
の
伝
統

芸
能
と
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
は
自
然
を
愛
す
る
民
族
と

教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
る
と
、
森
林
は
木
材
を
生

産
す
る
場
所
で
あ
っ
て
も
、
旅
行
に

行
く
場
所
と
は
考
え
て
い
な
い
よ
う

で
す
。
又
一
方
、
田
舎
よ
り
都
会
が

上
で
あ
り
、
い
い
も
の
は
都
会
で
田

舎
は
粗
野
で
あ
っ
て
、
文
化
は
都
会

に
あ
り
、
都
会
的
な
も
の
を
求
め
る

こ
と
が
よ
い
人
間
の
生
き
方
と
の
錯

覚
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
都
市
に
住
む
こ
と
は
経
済

的
活
動
に
は
有
利
で
あ
っ
て
も
、

・歴

史
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
地
方
の
風
景

を
創
る
、
歴
史
的
・
文
化
的
創
造
は

地
方
で
こ
そ
で
き
る
の
で
す
。

地
方
の
時
代
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
農
林
業
を
始
め
地
方
に
は
多
く

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

時
代
遅
れ
の
よ
う
で
す
が
、
祖
先
の

山
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

肱
川
町
の
文
化
を
創
造
し
、
自
分
達

の
歴
史
を
創
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚

を
も
っ
て
未
来
に
誇
れ
る
も
の
を
残

す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

林
業
課
•
森
林
組
合
も
そ
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
お
ま
す
。

林
業
改
良
指
導
員
金
本
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今
年
の
春
は
昨
年
に
比
べ
降
雨
の

日
が
多
い
た
め
、
班
点
細
菌
病
や
ナ

メ
ク
ジ
な
ど
過
湿
状
態
で
多
発
す
る

病
害
虫
が
発
生
し
て
い
る
の
で
特
に

注
意
し
て
下
さ
い
。

班
点
細
菌
病
と
防
除

班
点
細
菌
病
の
種
類
を
大
別
す
る

と1
穿
孔
型

葉
面
に
針
状
の
穿
孔
が
発
生
し
、

そ
の
周
辺
は
葉
枯
れ
と
な
る
。

2
ふ
ち
ぐ
さ
れ

ベ
ト
病
と
類
似
し
葉
面
に
角
斑

の
症
状
と
な
り
、
ベ
ト
病
と
の
区

別
は
病
斑
が
水
浸
状
と
な
り
、
葉

裏
に
黒
色
の
苗
糸
が
発
生
す
る
。

今
年
は
「
ふ
ち
ぐ
さ
れ
」
が
例
年

よ
り
多
く
、
き
ゅ
う
り
が
繁
茂
す
る

と
、
増
発
す
る
の
で
注
意
す
る
。

防
除
の
要
点

1

通
風
通
光
を
よ
く
す
る
た
め

側
枝
の
摘
芯
と
主
枝
の
摘
葉

2

予
防
薬
剤
と
し
て
は
、
ビ
ス

ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
、
ま
た
は
キ

ノ
ン
ド
ー
水
和
剤
の
六
百
倍
液

0
き
ゅ
う
り
の

病
害
虫
防
除

ナ
メ
ク
ジ
の
防
除

葉
、
幼
果
を
喰
害
す
る
の
で
株
元

周
辺
に
デ
ナ
ポ

ン
ベ

ー
ト
の
粒
剤
を

十
ア
ー
ル
当
た
り
一

kg
を
手
ま
き
す

る。
手
ま
き
の
注
意
と
し
て
、
き
ゅ
う

り
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
散
粒
す
る
。

水
稲
の
施
肥
量
に
よ
っ
て
、
良
質

米
が
増
収
し
た
り
、
倒
伏
に
よ
る
品

質
低
下
や
減
収
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
水
田
に
合
っ
た
適
正
な
施
肥
を

計
画
し
て
、
施
し
ま
し
ょ
う
。

施
肥
量
は
、
水
田
の
地
力
、
気
象
、

品
種
、
栽
培
法
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

最
近
肱
川
町
で
増
加
し
て
い
る
、

稚
苗
移
植
栽
培
で
は
、
初
期
生
育
が

盛
ん
で
、
分
け
つ
が
多
く
過
繁
茂
と

な
り
や
す
く
、
ま
た
植
付
深
が
浅
く

街
伏
し
や
卜
く
な
る
た
め
、
元
肥
は

成
苗
手
植
栽
培
よ
り
二
割
程
度
減
ら

し
、
そ
の
分
を
穂
肥
に
回
す
よ
う
に

す
る
。次

の
表
は
、
施
肥
設
計
の
例
で
す
。

参
考
に
し
て
、
水
田
の
地
力
に
よ
っ

て
加
減
し
て
下
さ
い
。

の
散
布

3

激
発
し
た
場
合
は
農
協
に
連

絡
し
相
談
を
受
け
る
こ
と

0
ク

リ

水
稲
害
虫
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
の

防
除水

稲
水
苗
代
期
か
ら
植
付
初
期
に

加
害
す
る
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が
、

昨
年
肱
川
町
で
大
発
生
し
、
被
害
を

与
え
ま
し
た
。

本
年
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

虫
は
八
月
下
旬
ご
ろ
に
、
雑
木
材

や
水
田
畦
畔
、
果
樹
園
な
ど
に
移
動

し
て
越
冬
す
る
。

五
月
中
下
旬
こ
ろ
に
な
る
と
、
水

田
に
移
動
し
て
、
水
稲
に
加
害
し
ま

す。
防
除
法
は
、
育
苗
箱
施
用
と
し
て

移
植
当
日
に
フ
ジ
ソ
ン
カ
ヤ
ホ
ス
粒

剤
を
使
用
す
る
。

本
田
の
水
面
施
用
と
し
て
、
バ
サ

ジ
ッ
ト
粒
剤
を
使
用
す
る
。

普通植栽培の施肥例
年

肥料名元肥

堆肥 1,000
テンロサイ 140~200 
熔燐 30
燐加安44号 40 
NK化成 20 

機械植栽培の施肥例

肥料名元肥
穂肥

出、前25日出，前10日
堆肥 1,000
テンロサイ 140~200 
熔燐 30
燐加安44号 30 
NK化成 10 

ま
た
、
草
生
量
も
多
く
な
る
の
で
、

梅
雨
明
け
に
く
る
、
干
ば
つ
対
策
と

し
て
、
五
月
下
旬
に
第
一
回
目
の
草

刈
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
明
け

で
は
遅
く
な
り
ま
す
。

次
に
、
病
害
虫
防
除
で
す
が
、
黒

色
実
腐
病
で
す
が
、
黒
色
実
腐
病
、

実
炭
そ
病
に
対
し
、
六
月
中
・
下
旬

に
ベ
ン
レ
ー
ト
ニ
千
倍
液
を
散
布
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
六
月
下
旬
に
、
ク
リ
イ
ガ

ア
ブ
ラ
ム
シ
と
フ
チ
ア
ブ
ラ
ム
シ
に

対
し
、
エ
ル
サ
ン
粉
剤
六

~
1
0
/

-
0
a
か
、
エ
ル
サ
ン
乳
剤
千
倍
を

散
布
し
て
下
さ
い
。
特
に
六
月
下
旬

の
散
布
は
、
ク
リ
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
密
度
を
下
げ
る
た
め
に
重
要
で
す
。

天
牛
に
つ
い
て
は
、
成
虫
は
五
月

下
旬
頃
が
初
発
生
で
、
八
月
頃
ま
で

発
生
し
ま
す
の
で
、
発
見
し
だ
い
捕

殺
す
る
と
と
も
に
、
圏
を
見
ま
わ
り

産
卵
場
所
を
発
見
し
だ
い
殺
卵
し
て

下
さ
い
。

施

用

量3
0
k
g
 

40kg 

40kg 

目
標
収
量

2
0
0
k
g
 

3
0
0
k
g
 

4
0
0
k
g
 

(
1
0
a
当
り
）

果実の肥大や新梢の伸びを、

良好にして、隔年結果を防止す

るために、夏肥は極めて重要な

ものです。五月下旬から六月上

旬にかけて、愛媛くり肥料を次

の基準に応じ、施用して下さい。

中尾野月 正林予子 小
大 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 

！ 
月月月月

>>
月月月月月月月月月月月月

津山薮 谷 27 20 13 6 26 25 24 19 18 17 12 11 10 5 4 3 
..... 日日日日 日日日日日日日日日日日日

小岩居谷中大駄場 汗
肱 p ＾ ‘金ヽーク ＾ 、金、ーグ ＾ ‘金ヽーグ ＾ ‘金ヽ-- .^..__.,木 、・水、-/＾ ‘火ヽ—/‘ ＾ ヽ木•―グ‘ ‘^ 水ヽーク＇ ＾ 、火--＾ ...__.,木 ＾ 、水、—✓ ＾ '火、一 ＾ 、木--/＾ ‘水ヽー ＾ 、火一

倉 谷 生 栄

『 ！ 17 16 10 7 5 23 2 津中宇小大 宇津中月ノ大岩宇宇津中月ノ 大岩宇

^ ‘火--＾ ...__...月 ＾ 、火--...__...^ 土 ＾ 、木一 ＾ 、月―/'^  ‘月ヽーグ'
． 和薮合ハ 和．尾谷谷和和．尾谷谷和

林予子 JI I • 方30 25 24 20 12 日 方岩 日 JII林予子小薮・方方）IIJII林予子小薮・ 方方川

＾ ‘月-—ク 、水^`一^、火--金.,__.. ^ ＾ 木ヽ 面谷面 南 面面北南 面面北
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直
ぶ
亘
国
亘
口
旦

〗
疇
璽
〗
〗
い
[
@
〗
麟

大
洲
警
察
署
防
犯
少
年
課
門
田
八
重
子
先
生

“
社
会
の
変
化
と
生
活
の
多
様
化
に
婦

人
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
豊
か
な
人

間
性
を
つ
ち
か
い
、
楽
し
い
家
庭
と
心

の
か
よ
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
を

は
か
る

”
婦
人
会
活
動
を
展
開
す
る
。

四
月
―
―
―
十
日
、
肱
川
町
公
民
館
で
は

町
婦
人
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
の
後
へ
今
回
は
特
に
地
域
婦
人

と
し
て
「
青
少
年
健
全
育
成
」
の
あ
り

方
を
考
え
る
と
し
て
、
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。大

洲
警
察
署
防
犯
少
年
課
の
門
田
八

重
子
婦
人
警
察
員
か
ら
「
青
少
年
非
行

の
実
態
と
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
実
例
を
ふ
ま
え
て
、
強
烈
な
指
導

の
体
験
の
も
と
で
の
お
話
が
あ
り
ま
し

こ。f
 次

は
講
演
の
要
旨
で
す
。

ー
—

I
I
J

ー
育
て
る
と
い
う
義
務
感
を
一

昭
和
二
十
四
年
に
制
定
さ
れ
た
児
童

憲
章
の
中
に
は
“
子
供
は
よ
い
環
境
の

中
で
育
て
ら
れ
る
”
と
う
た
わ
れ
て
い

る
。
果
し
て
、
今
の
社
会
・
学
校
・
家

庭
は
子
供
に
と
っ
て
よ
い
環
境
で
あ
ろ

、。

ぅ
カま

ず
家
庭
を
考
え
て
み
る
と
…
…
…

崩
壊
家
庭
・
欠
損
家
庭
が
多
い
。
田
舎

に
ま
で
マ
ス
コ
ミ
の
悪
影
響
は
あ
る
が
、

そ
う
い
う
事
よ
り
も
、
ま
ず
親
が
子
ど

も
を
生
む
。
生
ん
だ
以
上
は
育
て
な
け

れ
ば
い
け
な
い
義
務
が
あ
る
。
そ
の
生

み
育
て
る
と
い
う
義
務
が
忘
れ
ら
れ
て

い
る
。
自
分
が
生
ん
で
い
な
が
ら
、
育

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
感

が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

一
学
校
ー
助
け
合
う
心
を
…

r

—
—
—
—
—
ー
ー
—
—
ー

次
に
学
校
…
…
…
。

今
の
学
校
は
成
績
に
よ
っ
て
評
価
さ

れ
る
。
人
は
あ
の
子
は
よ
い
子
と
い
う

場
合
、
必
ず
成
績
の
よ
い
子
を
言
う
。

し
か
し
、
成
績
の
よ
い
子
だ
け
が
よ

い
子
で
あ
る
と
決
め
て
は
い
け
な
い
。

人
間
そ
れ
ぞ
れ
、
い
い
も
の
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
い
い
も
の
を
引
き
出
し
て

育
て
て
や
る
の
が
教
育
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
努
力
す
る
子
、
持
ち
味
を
百
パ

ー

セ
ン
ト
出
せ
る
子
が
よ
い
子
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
今
の
学
校
は
成
績
に
よ

っ

て
ラ

ン
ク
付
け
が
さ
れ
る
。
ラ
ン
ク
付

け
で
成
績
の
悪
い
子
が
で
き
る
。
つ
い

て
こ
れ
な
い
子
供
が
、
い
じ
め
の
問
題

を
お
こ
し
て
い
る
。

い
じ
め
の
問
題
の
原
因
は
、
助
け
合

う
心
が
な
い
。
連
帯
意
識
の
な
さ
だ
と

思っ゚私
達
、
戦
時
中
に
は
、
班
編
成
が
し

て
あ
り
、
そ
の
中
で
一
人
落
ち
こ
ぼ
れ

が
あ
れ
ば
班
の
も
の
み
ん
な
で
助
け
救
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
、
落
ち
こ
ぼ

れ
の
子
を
救
い
上
げ
る
手
だ
て
を
せ
ず
、

た
だ
の
け
も
の
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

助
け
合
う
心
、
向
上
心
と
い
う
も
の
が

失
わ
れ
て
い
る
。

1

1
ー

1
ー

ー

ー

一
社
会
ー
人
と
の
ふ
れ
合
い
を
一

次に社会………。

世の中、コンピューター・時代

であり、機械の世の中という事で

人と接触する機会が少なくなって

いる。

便利になったが、半面機械相手

の孤独人間ができてきている。人

と人とのふれ合いがなくなり、言

葉がなくなる。孤独な人間がふえ

てくる。

あるエリート大学の学生が会社

の入社試験の面接で、「できるだ

0 0 し合

お 婚結改 よいをらく
舞見 ぅ°しし

がな の中

ぃ羊をロ ら‘の

返し進 苫無悶？ 
やめ通

香返典 よう！ 又ふ巴フ てし‘ 

し るさ真心

を との

や っヽ '-→ 

く名
め

翌をり たぉつよ
う
！ ま 付き

け
人
と
接
触
の
な
い
仕
事
が
し
た
い
。

個
室
で
も
い
い
か
ら
、
そ
れ
を
希
望
す

る
」
と
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
人
と
の

ふ
れ
合
い
、
人
と
な
じ
む
こ
と
、
人
の

中
に
入
っ
て
い
く
事
が
で
き
な
い
若
者

が
で
き
て
き
て
い
る
。

家
庭
、
学
校
、
社
会
の
環
境
と
い
う

も
の
が
、
果
し
て
今
の
子
供
た
ち
に
い

い
の
か
ど
う
か
、
よ
く
考
え
た
い
。

ー
親
ー
指
導
力
を
つ
け
る

ま
ず
非
行
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
が
、
放
任
家
庭
で
あ
る
。
過
保
護

な
家
庭
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
自
立
心
は

育
た
な
い
。
今
の
子
供
は
、
本
当
に
ほ

し
い
も
の
が
い
つ
で
も
手
に
入
る
。
そ

れ
に
対
し
て
親
が
何
で
も
与
え
て
お
っ

た
の
で
は
、
忍
耐
力
の
な
い
、
自
立
心

の
な
い
子
供
に
育
っ
て
く
る
。

次
に
親
の
指
導
力
が
な
い
。

子
供
に
親
と
し
て
の
仕
事
の
プ
ラ
イ

ド
を
見
せ
つ
け
る
事
が
大
切
°
。
フ
ラ
イ

ド
を
持
た
な
い
親
だ
か
ら
、
子
供
に
甘

く
見
ら
れ
、
非
行
へ
の
原
因
に
な
る
。

お
母
さ
ん
の
姿
に
は
、
明
治
の
母
の

生
き
ざ
ま
が
大
切
で
は
な
い
か
。
昔
は

子
供
を
た
く
さ
ん
産
ん
で
心
情
を
持
っ

て
育
て
た
。
神
仏
に
手
を
合
わ
せ
る
姿

が
あ
ら
た
。
そ
し
て
、
子
供
が
大
き
く

な
っ
て
困
ら
な
い
よ
う
、
自
立
心
を
育

て
た
。
社
会
的
に
悪
い
事
が
あ
っ
た
ら

平
素
は
や
さ
し
い
お
母
さ
ん
で
も
、
け
っ

そ
う
を
か
え
て
厳
し
く
し
つ
け
た
。
そ

う
い
う
も
の
が
子
供
の
中
に
し
っ
か
り

う
え
つ
い

て
、
涙
の
尊
さ
を
教
え
た
。

今
、
人
生
八
十
年
、
自
分
も
幸
福
に

な
り
た
か
っ
た
ら
、
我
が
子
も
孫
も
人

間
と
し
て
い
い
子
に
育
て
な
く
て
は
い

け
な
い
。
禅
仏
に
手
を
合
わ
す
姿
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
尊
い
も
の
に
対
し
て
敬

愛
の
念
を
持
つ
こ
と
。
尊
い
も
の
に
お

じ
ぎ
を
し
、
そ
れ
に
近
づ
こ
う
と
す
る

向
上
心
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

尊
敬
の
念
を
表
わ
す
と
同
時
に
感
謝

の
気
持
ち
で
合
掌
を
す
る
。
そ
う
い
う

心
が
あ
れ
ば
非
行
は
育
た
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

子
供
に
は
愛
情
が
必
要
で
あ
る
。
た

だ
や
さ
し
い
だ
け
、
子
供
の
言
い
な
り

だ
け
が
愛
情
で
は
な
い
。
折
り
に
ふ
れ

厳
し
さ
を
教
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

゜
ろっ

又
、
相
手
に
対
し
て
の
思
い
や
り
、

そ
う
い
う
こ
と
も
折
に
ふ
れ
教
え
て
や

る
こ
と
が
親
と
し
て
の
つ
と
め
で
あ
ろ

゜
ろっ
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手つくり鯉の1置りの下で

親子ふれあい運動会

,“
快
晴
”
と

い
う
―
-
＝
暴
が
ピ

ッ

タ
リ
の
五
月
七

日
（
水
）
、
正

山
小
学
校
（
山

本
茂
慎
校
長
、

ノ
十
八
名
）
で

A
¥
 

は
、
十
匹
の
大

T
 き

な
、
手
づ
く

p
 

り
鯉
の
ぼ
り
が

と校

悠

々

と

泳

い

で

学

お

り

、

そ

の

下

＼
 Jj

で
は
子
供
た
ち

山

と

先

生

、

父

兄

正

の

み

な

さ

ん

の

歓
声
が
こ
だ
ま

し
て
い
ま
し
た
。

正
山
小
学
校

と
正
山
小
学
校

P
T
A

（
安
川

哲
生
会
長
）
の
共
催
で
、
“
子
供
の
日
”

の
行
事
と
し
て
、
親
子
い
っ
し
ょ
の
運

動
会
を
開
い
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
午
後
一
時
か
ら
校
長
先
生

や
P
T
A
会
長
の
お
話
し
の
後
、
競
技

に
入
り
、
ポ
ー
ル
送
り
や
み
ん
な
で
ジ
ャ

ン
。
フ
、
つ
な
引
き
、
玉
入
れ
な
ど
十
三

種
目
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
囲
ま
れ
、

幼
稚
園
児
や
児
童
は
、
本
当
に
楽
し
い

日
と
な
り
ま
し
た
。

十
匹
の
大
き
な
手
づ
く
り
の
鯉
の
ぼ

り
は
、
子
供
達
自
身
の
作
品
で
し
た
。

国
児
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
を
縦

割
り
の
班
に
編
成
し
、
ど
の
班
も
六
年

生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
班
の
運
営

を
し
ま
す
。
鯉
の
ぼ
り
の
作
成
も
、
先

会

費

・

日

時

・

場

所

・

講

師

講
義
内
容

生
方
が
家
庭
訪
問
を
さ
れ
て
い
る
時
間

を
利
用
し
て
、
各
班
で
頑
張
り
素
晴
ら

し
い
も
の
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
他
班
活
動
を
行
な
う
行
事
に
は
、

“
古
文
書
の
解
読
研
究
を
主
体
と
し
、

郷
土
資
料
の
普
及
を
は
か
り
、
郷
土
文

化
の
向
上
に
寄
与
す
る
”
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
「
古
文
書
解
読
講
座
」
が
愛

媛
古
文
書
研
究
会
の
主
催
で
毎
月
松
山

市
で
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

毎
月
第
四
日
曜
日

愛
媛
県
立
図
書
館
（
松
山
市
）

県
内
の
専
門
の
先
生

中
・
近
世
文
書
の
解
読

研
究
を
通
し
て
、
古
文

書
へ
の
理
解
を
深
め
て

゜
＜
 

し年
間
二
千
円

古
文
書
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
又

は
や
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
方
は
、 鯉のぽりといっしょに……

大谷村古文書

0

お
門
違
い

定
年
へ
お
門
違
い
の
職
に
つ
き

柿

八

重

子

0

油
汗
よ
り
も
油
に
頼
る
米
作
り有

田

愛

子

0

石
楠
花
や
百
年
杉
の
棒
立
ち
に

板
倉

0

石
楠
花
の
谷
見
下
し
て
老
夫
婦

川
中
キ
ク
子

0

石
楠
花
の
紅
ほ
の
と
ゆ
れ
雨
と
な
る

岩

城

節

子

0

て
い
ね
い
に
種
暮
伏
せ
る
灰
つ
け
て

間
0
0

花
ま
つ
り
行
事
恒
例
の
川
柳
大
会
は

今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日
、
六
十
八
名
の
参
加

が
あ
り
、
肱
川
町
公
民
館
で
盛
会
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

兼
題
が
十
題
あ
り
ま
し
た
が
、
各
題

の
最
高
点
の
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

柚
子

吸
い
も
の
の
柚
子
も
松
葉
に
切
る
佳
き

日

大

垣

徹

晃

0

空
振
り

止
り
木
で
飲
む
空
振
り
の
に
が
い
酒

日

原

宵

明

0

二
心

握
り
返
す
握
手
に
か
く
す
二
心

久
保
田
有
明

Q
七
光
り

無
理
通
す
時
に
は
父
の
面
冠
る

月

原

宵

明

公
民
館
、
文
化
財
担
当
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

(
6
三
四
ー
ニ
―
―

-
0
七）

肱
川
町
で
は
、
大
谷
村
の
古
文
書
を

肱
川
中
学
校
の
大
村
校
長
先
生
の
お
骨

折
り
で
解
読
し
、
一
部
公
民
館
報
で
も

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
、
文
化
財
に

興
味
を
持
た
れ
、
肱
川
町
の
歴
史
、
私

達
の
生
活
文
化
の
中
に
あ
る
大
切
な
有

形
、
無
形
の
文
化
財
を
守
り
、
引
き
継

い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

0

八
重
歯

八
重
歯
に
も
鬼
歯
に
も
な
る
妻
の
顔

谷

本

一

敏

0

王
手

晩
酌
へ
王
手
カ
ル
テ
の
血
糖
値

久
保
田
有
明

0

カ
タ
カ
ナ

ハ
チ

ロ
ー
の
歌
は
カ
タ
カ
ナ
母
の
詩

中

川

凡

州

古
文
書
の
解
読
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

二
学
期
の
遠
足
（
は
ん
ご
う
炊
飯
）
、

運
動
会
、
三
学
期
の
学
芸
会
な
ど
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

異
年
齢
の
集
団
活
動
の
中
で
、
高
学

年
が
低
学
年
を
指
導
し
、
低
学
年
は
高

学
年
か
ら
団
体
生
活
を
学
ん
で
い
く
と

い
う
形
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
、
親
子
の
ふ
れ
合
い
活
動

や
班
活
動
で
の
団
体
活
動
の
中
か
ら
、

子
供
た
ち
の
健
全
な
芽
が
育
っ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
ム
ー
ド
づ

く
り
を
、
地
域
全
体
、
町
ぐ
る
み
へ
広

げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

勉

花
ま
つ
り
、
し
ゃ
く
な
げ
俳
句
大
会

は
二
年
目
を
迎
え
、
四
月
二
十
七
日
（
日
）

に
、
町
内
外
四
十
五
名
の
参
加
で
、
肱

川
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
町
内
の
方
々
の
代
表
句
は
次

の
と
お
り
で
す
。

寂
坊

藤
高
エ
ミ
カ

0

春
耕
や
青
年
の
鍬
軽
く
軽
く

亀

田

美

登

0

雨
煙
り
展
望
台
の
鯉
眠
る

．

菅

野

松

雄

0

菜
花
畑
紙
飛
行
機
の
と
び
込
み
ぬ

山
内
さ
か
え

0

石
楠
花
や
う
す
桃
色
の
吐
息
し
て

清
水
美
和
子

0

石
楠
花
の
赤
き
橋
あ
り
小
京
都

三
好
冨
久
子

0

両
岸
に
桜
を
お
い
て
ダ
ム
満
ち
ぬ

佐
藤
美
江
子

゜
0

三
枚
目

三
枚
目
に
も
な
る
恋
の
橋
渡
し

結
城

0
直
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四
国
八
十
八
ケ
所
巡
り
の
最
盛
期
で

す
。
県
下
各
地
か
ら
、
ミ
ニ
四
国
、
お

四
国
島
巡
り
の
話
題
が
よ
く
聞
か
れ
ま

す。
肱
川
町
で
も
、
小
薮
に

ミ

ニ
四
国
八

十
八
ケ
所
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
文

化
財
保
護
審
議
会
の
谷
本
一
敏
委
員
が

研
究
し
、
投
稿

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
招
介

い
た
し
ま
す
。

魯．念心・,S・•t.．-心• .，炭．． 如．ゞ•，.”.....へ．つ・·._，.• ：ヽ．．． o．．．四如-・・ニニニ饂譴直二ニニニニニ:o'；磁・ヘ•••松·入澤・ヘ

［冒t⑯RR＠⑱冨
-がでり誰け ひじかわの属儲

出受 t- -来'--特も
、く 四に大

文化財保護審議会委員 谷本一敏
ら い国信変どこし足ら四で町 戸
れそ

子りり八宗て肱と師
人を心でころかだれ国 ‘公 今いな ‘十派も川こ信四

るのび作深あろ は な け て 参 バ 民 は ゜ど七八を昔町ろ仰国
様御とりいっ かおかにいりス館‘ 信カカ超もにでのは
に 利に‘人た‘四っ頼象をで主肱 仰所所え今ぉあ 深お
し益ーおが゜七国たる 、やお催川 が参参てもい、い大

た
も
の
だ
ろ
う
。

小
薮
の
ミ

ニ
四
国
は
、
元
は
、

望
端

峯
（
モ
ウ
ズ
ン
ボ
ウ
）
か
ら
高
城
山
、

中
の
堂
に
点
在
し
て
ま
つ

ら
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
三
井
広
市
さ
ん
宅
か
ら
三

十
メ
ー
ト
ル
位
い
道
路
を
行
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
中
の
堂
の
庭
ま
で
の
道
路
ぞ
い

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

以
前
は
、
三
月
二
十
一
日
、
七
月

二

十
一
日
に
大
祭
が
あ
り
、
中
の
堂
で

「
あ
ず
き
め
し
」
な
ど
の
お
接
待
が
あ

っ

た
と
い
う
。

こ
の
ミ
ニ
四
国
が
い
つ
ご
ろ
作
ら

れ
た
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
農

民
に
姓
が
評
さ
れ
た
の
は
明
治
十
年
だ

か
ら
そ
の
以
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
十
二
番
に
明
治
三
十
一
年
三
月
と
あ

り
、
大
三
番
に
明
治
三
十

一
年
十
二
月

と
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
は
、
他
の
も
の

と
く
ら
べ
て
、
大
変
あ
た
ら
し
く
感
じ

る。
今
よ
り
百
年
以
上
前
に
作
ら
れ
た
こ

と
は
、
先
づ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
明
治
十
一
年
作
と
し
て
、
百
七
年
に

な
る
。
）

製
作
の
年
を
さ
ぐ
る
意
味
に
お
い
て

寄
進
者
の
名
前
を
し
ら
べ
て
見
た
。

番
号
は
礼
所
番
号
、

0
0
は
字
が
よ

め
な
か
っ
た
も
の
。
番
号
の
な
い
の
は
、`
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番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番番

て番
四三ニ一あ外

るだ
番番番番石ろ

仏う
に゜
従し

広台高藤二丸広谷台山二沖山道大後井 西徳 奥徳 谷不 住中 池池 三 長 台 森 玉 不 〇 奥 つも
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金長 安 治 徳 作作常市 覚 金万 久仲初甚 いら
イ治九二幸五治 利 伊 十 十 輿 三 太 元 甚又藤歓太初亀明五次 ツ重太二太寅 十明留定る順
ワ良郎郎吉郎郎平蔵郎郎市郎郎吉作吉吉吉郎孫義 郎郎ネ吉郎良郎吉郎 治市゜に

な

ら

ノ＼十こブく五：

番番番番

五
四
番

五
五
番

五五五 五 四 四 四 四 四 四 四 四四四三三三三
三ニー十九八七六五四三ニー十九 八七六
番番番番番番番番番番番番番番番番番番

一
四
番

一
五
番

中
嶋
源
一
＿
一
郎

尾

崎

又

蔵

新

山

春

吉

沖
中

0

0

水

本

茂

良

宇
都
宮
定
吉

台
本
庄
三
郎

山

下

常

蔵

松

岡

清

吉

小

田

兼

松

沖
田

0

0

坂
本
喜
＝
―
良

藤
本
和
三
郎

藤

本

伝

吉

畦

田

又

蔵

浦

徳

治

郎

富
永

多
吉

松

本

常

吉

宮
内
徳
太
郎

宮
本

0

0

大

場

ア

サ

東

万

0

0

0
本

か

ね

大

野

茂

市

大
野
熊
太
郎

ずらリ並んだ石仏

六六六六六六六六五五五五
七六五四三ニー十九八七六
番番番番番番番番番番番番

八 八八八八八八八八七七七七七七七七七七
八七六五四三 ニー十 九八七六五四三二—+
番 番番番番番番番番番番番番番番番番番番

六
八
番

六
九
番

竹
本
桝
三
郎

鉾

岩

源

吉

鉾
岩

0

0

福

原

留

治

大

野

佐

七

山

内

寅

吉

藤
本
弥
―――
良

信

者

一

同

谷
田

0

0

台

本

源

蔵

久
保
徳
三
郎

河
内
寿
――一郎

0
地
実
太
郎

楠
野
国
五
郎

上

野

寅

松

下
野
早
太
郎

台
野

0
吉

森

本

米

造

曽
根

0

0

中

久

五

郎

沖
喜
―
―一
治

白

岩

治

吉

白
岩
粂
治
郎

白
岩

0

0

白
岩

0

0

曽

根

米

吉

白
岩
兼
太
郎

不

明

谷
田

0

0

坂
本
藤
――一
郎

不

明

出
水

0

0

岡

本

伊

吾

曽

根

亀

吉

沖
野
八
百
蔵

大

場

マ

サ

以
上
八
十
七
体
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◎
川
上
商
工
会
長
賞

桜
田
ひ
ろ
み
（
正

◎
公
民
館
長
賞

g
尖
分
館
）

ち
び
っ
子
ス
タ
ー
の
勢
そ
ろ
い

11
鹿
野
川
花
ま
つ
リ
子
供
の
と
自
慣
大
会
11

今
年
の
連
休
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模

様
の
日
が
続
き
ま
し
た
。

五
月
―
―
―
日
も
雨
と
な
り
、
公
民
館
中

央
分
館
主
催
の
子
供
の
ど
自
慢
大
会
は
、

肱
川
町
公
民
館
に
場
所
を
移
し
て
、
開

か
れ
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
か
ら
の
受
付
け
の
頃
に

は
、
も
う
た
く
さ
ん
の
チ
ビ
ッ
子
歌
手

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

開
演
の
十
二
時
―
―

-
0分
頃
に
は
、
公

民
館
の
集
会
室
は
、
出
番
を
待
つ
チ
ビ

ッ

子
、
応
援
の
あ
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
ば
い
の
人
で
し

た
。
参
加
し
た
チ
ビ

ッ
子

は

、

約

百

名
、
に
ぎ
や
か
で
、
楽
し
い
大
会
で
し

マ
イ
ク
の
前
に
立
っ
た
豆
歌
手
は
、

堂
々
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
伴
奏
に
合
わ

せ
て
、
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

中
に
は
カ
ラ
オ
ケ
で
演
歌
に
挑
戦
す

る
子
供
も
い
ま
し
た
。

審
査
員
の
先
生
方
も
、
真
剣
な
表
情

で
審
査
を
し
て
い
ま
し
た
。

出
場
者
全
員
の
歌
の
後
、
審
査
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
場
前
で
モ
チ
ま
き
が
あ

り
、
モ
チ
に
混
じ
っ
て
お
果
子
も
飛
ん

で
き
て
、
子
供
た
ち
は
大
喜
び
。

チ
ビ
ッ
子
に
と
っ
て
は
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
チ
ビ
ッ
子
の
ど
自
慢
も
十
六
回

山
小
―――年

◎
教
育
長
賞

東

理

奈

（

予

子

林

小

四

年

◎
観
光
協
会
長
賞

中
岡
佳
奈
枝
（
正

山
小
五
年

◎
町
長
賞

橋
本

孝
博
（
予
子
林
小
六
年

目
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

明
る
い
子
供
た
ち
の
笑
顔
は
さ
わ
や
か

な
新
緑
の
季
節
に
ピ

ッ
タ
リ
で
す
。

な
お
、
当
日
の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。

ずらリ並んだ受賞者

◎
中
央
分
館
特
別
賞

和
気
美
由
起
（
中
野
幼
た
ん
ぽ
ぽ
）

大
西
永
里
子
（
中
野
幼
ひ
ま
わ
り
）

L

冨

永

可

愛

(

”

)

◎ 

子どものど自札；：→ 一一→ 努ケ中三森池二山崎山花大鉾橋兵内山池力
------― 永森川好岡田宮下野崎岡西岩本頭田田田賞

房美直英亜 由 ゆ
枝香美里千誠起 美 寿希奈智直か千亜
-―ヘー、景之子明保充美子穂也美り景起

岩中＾ ＾ ＾へ＾ ＾ ＾ヘヘ＾へ＾ ＾ ＾ 
直 谷 野 予 予 中 予 正 予 中予正正正予

II II 幼 幼子子子子 子 子
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0

え
ら
い
お
父
さ
ん

「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
、
バ
ス
の
運
転

手
よ
。
大
き
い
バ
ス
に
お
客
さ
ん
を
一

杯
の
せ
て
来
る
ん
よ
。
カ
ッ
コ
い
い
よ
。

ぼ
く
も
、
お
父
さ
ん
み
た
い
に
運
転
手

に
な
り
た
い
な
あ
。
」

（
四
歳
男
児
の
つ
ぶ
や
き
）

今
の
子
供
た
ち
は
、
父
親
の
働
く
姿

を
目
の
前
で
見
る
こ
と
は
少
な
く
、
仕

事
の
内
容
を
知
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

家
の
中
で
た
ま
に
見
か
け
る
父
親
は
、

寝
こ
ろ
ん
で
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
り
、

仕
事
の
疲
れ
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ

と
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

仕
事
で
大
事
な
こ
と
は
、
仕
事
の
内

容
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
す
。
生
活
を

支
え
、
世
の
中
に
役
立
っ
た
め
に
一
生

懸
命
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
、
具
体
的

に
説
明
し
て
や
る
こ
と
で
す
。

幼
児
に
と
っ
て
は
、
父
親
が
誇
り
を

も
っ
て
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
る
姿
そ

の
も
の
が
大
切
で
あ
り
、

「ぼ
く
の
お

父
さ
ん
は
え
ら
い
ん
だ
な
あ
。
」
の
感
動

に
も
、
つ
な
が
る
の
で
す
。

お
父
さ
ん
！
力
強
い
う
し
ろ
姿
を
見

せ
よ
う
。

0

お
話
し
て
ね

幼
児
期
に
情
緒
の
安
定
が
は
か
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
後
の
人
間

お
母
さ
ん
！
肌
と
心
の
ふ
れ
あ
い

で
す
。

出
番
で
す
！
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん

の
感
情
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
幼
児
期
の
情
緒

の
安
定
は
お
母
さ
ん
の
愛
情
の
中
で

得
ら
れ
る
の
で
す
。

お
母
さ
ん
が
、
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や

し
た
り
、
抱
き
し
め
た
り
、
ほ
っ
ぺ

た
を
く
っ
つ
け
た
り
し
ま
す
。

ま
だ
言
葉
の
話
せ
な
い
子
供
に

「
バ
ア
ー
。
」
と
か
「
プ
ー
プ
ー
き
た

よ
。
」
と
か
話
し
か
け
て
や
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
幼
児
の
気
持

ち
を
理
解
し
て
や
り
、
親
と
子
の

「
心
の
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に
し
て

や
る
お
母
さ
ん
の
こ
ま
や
か
な
心
配

り
が
大
切
で
す
。
幼
児
が
就
寝
す
る

時
に
、
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
母
と
子
の
感
動
を
伝
え

合
う
こ
と
が
、
子
供
の
情
緒
の
安
定

に
役
立
つ
と
と
も
に
、
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
む
の
で
す
。

「
お
母
さ
ん
は
忙
し
い
の
よ
。
ま

た
あ
と
に
し
て
。
」

「ど
う
し
て
い
う
こ
と
を
き
か
な

い
の
。
」
と
い
う
よ
う
な
「
イ
ラ
イ
ラ

お
母
さ
ん
」
の
も
と
で
は
、
決
し
て

幼
児
の
情
緒
は
安
定
し
な
い
し
、
豊

か
な
心
も
育
ち
ま
せ
ん
。

⑱ 



領品錮

6月の日曜・祝日当直医

二］ 四 躙 (16)

日 当直医 電 話

I日（日） 古川医院 44-2407 （内子町）

8日（日）
町 田 医院 43--0211 （内子町）-

15日（日） 成田医院 47---0061 （内子町）

2日（日）
松 浦 医院 44-2776 （五十崎町）

お日（日）
藤本医院 44-2561 （五十崎町）

祝日耀日日 喜多医師会病院 之¢::ふ4―--0535 
（大洲市）

．.．-

※変更になる場合がありますあ で前もっ
て連絡してからお出かけ下さい

救 急 病 院

曜 日 病院名 苧粍 話

月・火 大（洲大市洲立市病）院 24-2151 
・ • 

水 加大戸病市 院 24-5101 （洲）

木～日豆閏誓界農院 25→&5-a5

時

間

午
前
10時

i

11
時
30
分

午
後
1
時

i

6
月
6
日
（
金
）
一
肱
川
町
公
民
館

2
時
30
分

日

程

場

所

⑥

成

人

病

検

診

．

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

午
後

1
時

i

1
時

oo分

6
月
5
日
（
木
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一

日

程

一

場

所

受
付
時
問

⑥

1
歳

6
ヶ
月
児

・

3
歳
児
健
康
診
査

午
後

1
時
？

1
時

8
分

6
月
25
旦
水
）
一
肱
川
町
公
民
館
一

日

程

場

所

受
付
時
間

⑥

妊

婦

検

診

・
母

親

学

級

⑥

6
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

6
月
16
日
（
月
）

（
出
す
の
は

6
月
15
日
中
）

▽
収
集
地
区
予
子
林
・
岩
谷
・
正

山
地
区
・
見
の
越
・
月
野

尾

・
京
造

・
鹿
野
川

・
中

野
（
篠
谷
・滝
山
）
・
上
森
山

午
前
2
時
め
分

6
月
脅
（
月
）
一
中
津
集
会
所

L
`
1
1
時
8
分

日

程

一

場

所

一

時

問

日

。臼唇

＠
健
康
相
談

唸

▽
日
時
＾
0
月
10
日
（
火
）

午
前

9
時
ま
で

▽

場

所

役

場

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
回
収
H

面

■ご
璽
面

■

⑥
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

前

9
時
！
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

⑥
行
政
相
談

▽
日
時

6
月

5
日
（
木
）

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

蔦⑥郵便貯金についての
お知らせ

郵便局では、郵便貯金をご利

用の視覚障害者の皆様に対し、

ー次のようなお取扱いをいたして
上

c 

6 6 
相月 月

20 5 
談日 日

‘―̀ ＇一、

金 木 日
ヽ

宮池戒 福福
担

田田野 島田 当
相

静市員子悶
春 談

夫保 員

お
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く
お
申

出
下
さ
い
。

一
、
点
字
に
よ
る
お
取
扱
い

ー
、
通
常
郵
便
貯
金

ご
利
用
い
た
だ
い
た
年
月
日

や
金
額
な
ど
、
貯
金
の
内
容
を

毎
月
一
回
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

2
、
定
額
・
定
期
郵
便
貯
金

ご
利
用
の
つ
ど
証
書
に
添
え

て
、
預
入
金
額
等
が
点
字
表
示

さ
れ
た
書
類
を
ご
利
用
後
一
週

間
程
度
で
お
送
り
し
ま
す
。

二
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
利
用
に

関
す
る
お
取
扱
い
。

ー
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
氏
名

を
点
字
で
表
示
い
た
し
ま
す
。

2
、
お
取
扱
い
す
る
機
械
は
点
字

誘
導
•
音
声
誘
導
装
置
を
備
え

た
も
の
や
、
お
取
扱
い
し
た
金

額
等
を
音
声
で
確
認
で
き
る
イ

ヤ
ホ
ー
ン
を
備
え
た
も
の
を
順

次
配
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

⑥
青
い
鳥
は
が
き
の

無
料
交
付
に
つ
い
て

郵
政
省
で
は
、
毎
年
身
体
障
害
者

問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
、
特
別
な
意
匠
の
郵
便
は
が

き
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
は
が
き
は
、
重
度
の
身
体
障

害
者
（
一
級
及
び
二
級
適
用
者
）
で

満
六
歳
以
上
の
方
々
に
一
人
二
十
枚

づ
つ
無
料
で
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ご
遠
慮
な
く
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

お
申
し
出
の
方
法
は
、
障
害
者
手

帳
を
最
寄
り
郵
便
局
へ
ご
提
示
い
た
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如
特
別
町
民
・
目
標
は
~

一
、0
0
0
人
~

~
~
町
が
賑
や
か
に
な
り
、
都
会
~

~
~
の
人
達
が
心
豊
か
に
な
る
、
そ
~

~
~
の
架
け
橋
と
し
て
特
別
町
民
を
~

~
~
募
っ
て
お
り
ま
す
。
都
会
に
住
~

り
ぃ
む
お
知
り
合
い
の
方
に
”
ふ
る
~

心
さ
と
”を
贈
っ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
~

~
~
申
込
み
は
、
ご
近
所
の
町
職
~

~
~
員
又
は
産
業
課(
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だ
く
か
、
代
人
又
は
郵
便
に
よ
る
お

申
し
出
で
も
結
構
で
す
。

お
申
し
出
の
期
間
は
五
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

女

＊
＊
＊
＊
＊
 

＊
お
誕
生
お
め
で
と
う
＊

＊
 

＊

ご

ざ

い

ま

す

5

女
女
＊
＊
＊

＊
 中

居

谷

大

野

重

宏

さ

ん

二
女
多
恵
子
ち
ゃ
ん

中

居

谷

永

田

喜

洋

さ

ん

長

男

悠

ち

ゃ

ん

員
井
関
伊
知
翁
さ
ん

長
男
優
伊
智
ち
ゃ
ん
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